
※◎は委員長、〇は副委員長

議会広報広聴委員会
◎髙瀬由子
　渡邉英子
　齋藤典子

○宮本莊山
　森島武芳
　石塚政行

○神谷　靖
　榊真衣子
　佐貫　薫

　私は昨年度、初めて市議会との意見交換会に参加しま
した。参加する前は堅苦しいイメージがありましたが、実
際に話し合いが始まると、とても親身に私たちの意見に
耳を傾けてくださいました。
　私たちは、「矢板市を人の集まる街にするためにやって
みたいこと」や「矢板市にやってもらいたいこと」について
話し合いました。その中には、昭和レトロをテーマにした
街づくりや、矢板市の特産品を使ったカフェの運営などの
意見が出ました。その他にも、たくさんの意見を交換する
ことができ、とても新鮮で有意義な時間を過ごせました。
　今回の私たちの意見が、今後の矢板市の発展につなが
ればうれしいです。
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次回9月定例会議（予定）
日 月 火 水 木 金 土

本会議

8/27 28 29 30 31 9/1 2

3 9

11

本会議

10

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

本会議（一般質問）

常任委員会

常任委員会

8/17（木）全員協議会　10/19（木）全員協議会
いずれの日も10：00開会（変更の場合があります。）

4 5 6 7 8

12 13 14 15 16

本会議の模様は市議会ホーム

ページから見ることができま

す。

議会に対して、陳情等を提出す

ることができます。

また、ご意見・ご提言なども随

時お寄せください。

本会議は一般に公開されてい

ますので、自由に傍聴できます。

市役所本庁舎３階の議場にお

越しください。

なお、団体で傍聴される場合

は、事前に連絡してください。

より良い議会だより作成のた

め、皆様からのご意見 ・ご感

想をお待ちしています。

Webアンケートは

こちら▶

※次号（第223号）は11月1日発行予定です。

+ 編 集 後 記 +

今号では、昨年度、矢板高校にて開催しました、「高校生と矢板市議会との意見交換会」に
参加くださった生徒さんに、意見交換会の感想をいただきました。

高 校 生 の み な さ ん か ら の 手 紙 。
○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○

矢板高校　3年
芳澤 柚音さん

矢板市議会へのご意見・ご提言は
こちらまでお寄せください。いた
だいてから1か月を目安に矢板市
議会ＨＰでご回答いたします。

・FAX　 0287-44-1100
・Email  gikaijimukyoku@ 
  city.yaita.tochigi.jp
・封書など　〒329-2192
　矢板市本町5-4
　矢板市議会事務局宛
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　日本初の「G7栃木県・日光 男女共同参画・女性活躍担当大臣会合」
が6月に開催されましたが、矢板市議会でも女性議員、新人議員ともに
3割近くを占め、定数1名減の15人で、新しい議会がスタートしました。
　矢板市議会では、通年議会や電子表決システム導入、グループ代表
質問や議場コンサート実施など、様々な議会改革に取り組んでおりま
す。2022年度議会改革調査(早稲田大学マニフェスト研究所)では全
国総合順位は154位、県内5位でした。
　広報広聴委員会においても「温故知新」の精神で、先輩方が築いて
くださった伝統を礎に、今号より議会だよりのリニューアルも行い、新
委員の多様な意見を尊重して市民の皆様の負託に応えて参ります。皆
様の貴重なご意見をお待ちしております。

（髙瀬 由子）

議会の録画を見る。 議会に参加する。

議会の傍聴について。 議会だよりへの声。

15人の新しい議会がスタート
第387回　随時会議 (初議会) 新しい議会構成を決定
第388回　6月定例会議 一般質問　

新しい議会構成とあいさつ

議員のヨコガオ（議員紹介）

議会のコト

矢板市議会ニュース　

・・・・・・・・・ 2
・・・・・・・・・ 4
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・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

審議結果／委員会審査レポート

「一般質問」報告

高校生のみなさんからの手紙

・・・ 8
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11

・・・・・ 16

第222号

8月1日

令和5年



当 初 予 算 、補 正 予 算 、決
算などのチェック

議会の新構成

就任のごあいさつ

※◎は委員長、○は副委員長

　議長に選任をいただき、重責を実感してお
ります。「住んで良かった矢板市」「子どもた
ちに誇れる矢板市」を創るために、議員の力
を結集し、行政のチェックはもちろんのこと、
議会としての政策立案・実現力を高めて参り
ます。そして、活性化施策、子育て世代応援施
策など山積する課題に対し、皆さまとの意見
交換などを通じ、これまで以上に建設的に、
スピーディに取り組んで参ります。新・議会
へ。なお一層のご指導、ご協力を賜りますよ
う、宜しくお願い申し上げます。

議長 佐貫　薫

　この度の矢板市議会随時会議におきまし
て、多くの議員の皆さまよりご推挙を賜り、第
３８代副議長に就任させて頂きました。改め
て責任の重さを感じ、身の引き締まる思いで
あります。副議長としての役割、職務を邁進し
て参りますとともに、議長の目指す議会運営
をしっかり補佐していく所存です。二元代表
制の役割を果たし、市民の皆さまに『わかり
やすい議会、興味や期待の持てる議会』にな
るよう誠心誠意努力してまいりますので、皆さ
まのご理解とご協力を賜りますよう、宜しく
お願い申し上げます。

副議長 石塚　政行

議長：佐貫　薫 副議長：石塚　政行

　５月から矢板市議会が新体制に移行しました。
　新たに就任した議長、副議長より就任あいさつを申し上げますとともに、各委員
会等の構成についてご報告いたします。

予算決算常任委員会

◎ 小林 勇治

〇 櫻井 惠二

　　　　  ほか全議員

◎ 伊藤 幹夫

〇 榊　真衣子

　　　　  ほか全議員

税 務 、防 災、生 活 環 境 な
どのチェック

総務常任委員会

総務常任委員会

◎ 神谷　靖

　 榊 真衣子

　 櫻井 惠二

 　伊藤 幹夫

〇 森島 武芳

　 石塚 政行

　 関 由紀夫

　 石井 侑男

◎ 石井 侑男

　 森島 武芳

　 掛下 法示

〇 宮本 莊山

　 神谷　靖

　 髙瀬 由子

◎ 石井 侑男

　 森島 武芳

　 石塚 政行

 　髙瀬 由子

〇 宮本 莊山

　 神谷　靖

　 掛下 法示

　 佐貫　薫

佐貫　薫

櫻井 惠二

伊藤 幹夫

石塚 政行

髙瀬 由子

◎ 髙瀬　由子
〇 神谷　靖
　 渡邉　英子
 　森島　武芳
　 石塚　政行

〇 宮本 莊山
　 榊 真衣子
　 齋藤 典子
　 佐貫　薫

◎ 宮本 莊山

　 渡邉 英子

　 髙瀬 由子

　 佐貫 　薫

〇 掛下 法示

　 齋藤 典子

　 小林 勇治

教 育、福 祉、建 設、農 林 、
商 工 業 、水 道 事 業 などの
チェック

教育福祉産業常任委員会

議 事 の取 扱い など、議 会
運営について決める

議会運営委員会

議 会改 革をさらに進める
施策を立案、実行する

議会改革推進特別委員会

議 会 だより編 集 など、議
会 の 情 報 公 開・交 換 のた
めの施策を行う

議会広報広聴委員会

議 会 報 告 会をどのように
運営するかを決める

議会報告会運営委員会

消防などの塩谷広域 圏内
の事業を所管

塩谷広域行政組合議会議員 各種委員

・国民健康保険運営協議会委員
　齋藤 典子　　石井 侑男
・社会教育委員
　渡邉 英子
・都市計画審議会委員
　齋藤 典子　　掛下 法示
　小林 勇治
・環境審議会委員
　神谷　靖

新しい
委員会の
紹介

教育福祉産業常任委員会

32
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　日本国憲法第93条は「地方公共団体には、法律の定めるところによ
り、その議事機関として議会を設置する。」としています。また、地方自治
法第89条には「普通地方公共団体に議会を置く。」とあり、法律で議会
を設置することが決められています。
　市民から直接選ばれた代表（＝議員）で構成される議会は、「住民自治
の根幹」と言われています。
　議会の役割としては、自治体としての意思を決定することと、執行機関
（市長など）を監視することがあります。

　地方自治は市民が主役です。議員はその市民の代表であり、市民の意
見を十分に市政に反映するため、議会のない日は、さまざまな団体や市
民の話を聞きに各種行事・会議に出席しています。
　また、市民生活に不便はないかなど市民の立場で行政をチェックする
必要があります。課題と思われる事項については、一般質問の場で執行
機関に問うこともできます。
　市議会議員は、議員各々が市民の代弁者となるために日々活動してい
ます。

1960/10/23（てんびん座）
①スイーツすべてとラーメン

②水がおいしい！
③挑戦の先にしか成功はない

渡 邉　英 子 AB型

1987/4/15（おひつじ座）
①春巻き

②夕陽がきれい、お米が美味しい
③あきらめたらそこで試合終了だよ。

榊　真衣子 A型

1986/8/22（しし座）
①にんにく、明太子、二郎系
②四季折々の高原山

③義を見てせざるは勇なきなり

森 島　武 芳 O型

1956/9/30（てんびん座）
①ケーキ

②ツツジの時期の長峰公園遊歩道
③置かれた場所で咲きなさい

齋 藤　典 子 A型

1960/11/15（さそり座）
①カレーライス、めん類
②長峰公園からの眺望
③小さな声を聴く力

神 谷　靖 O型

1969/3/13（うお座）
①寿司

②雄大な高原山と緑多きところ
③一緒考動

石 塚　政 行 O型

1949/11/18（さそり座）
①なんでも
②自然が豊か

③少年よ大志をいだけ

掛 下　法 示 B型

1953/4/17（おひつじ座）
①みそおにぎり

②たかはらの山ふところの風景
③本氣

宮 本　莊 山 O型

1956/6/4（ふたご座）
①魚（さしみ）

②ちょうどいい田舎
③なるようになる

櫻 井　惠 二 AB型

1963/1/3（やぎ座）
①矢板牛、長井の林檎、おしらじブランド品
②おしらじの滝など素敵がいっぱい！愛がいっぱい！

③絆～人の和は何よりも美し～

髙 瀬　由 子 O型

1957/5/28（ふたご座）
①妻の料理(肉じゃが、餃子)
②四季を通じた豊かな自然

③継続は力なり

関　由紀夫 O型

1954/12/8（いて座）
①魚

②高原山の自然
③天佑神助

小 林　勇 治 A型

1959/7/15（かに座）
①肉

②災害が少ない
③ありがとう

伊 藤　幹 夫 B型

1974/8/21（しし座）
①和食。特に魚介、山菜

②「眠れる伸び代」。起こさなくては。
③夢は大きく、根っこは深く

佐 貫　薫 A型

1946/9/22（おとめ座）
①寿司

②自然が豊かなこと
③誠実

石 井　侑 男 B型

①好きな食べ物
②矢板市の好きなところ

③好きな言葉

議員さんに質問！

議会って
なにをするの？

議員って
なにをする人？

議長って
なにをする人？

　議員の中から1人、選挙で議長が選ばれます。議長の役割を端的に言う
と、議場の秩序を保持し、議事を整理し、議会の事務を統理し、議会を代
表することです。
　議長は、会議の運営をする立場の議員です。市民のための議会ですの
で、議長は中立公平に徹することが大切です。特定の議員に偏らず議会
全体のことを考えて行動することが基本で、議会全体の代表者としてす
べての議員の意見を聞いて議会を運営していきます。
　議会のない日はお休みというわけではなく、議会の代表として、各種行
事・会議へ出席したり、さまざまな行事や会議で挨拶をしたりします。（6
月には30近い公務がありました。）

み
ん
な
矢
板
市
が

　

好
き
な
ん
だ
ね
！

　みなさんは、市議会に対してどのようなイメージをお持ちですか？
何をしているのかわからない。なんのためにあるのかわからない。普段何をしているか見えない。
そんなイメージではないでしょうか。
　今回は、市議会とはどんな機関なのか、議員は、議長は、どんなことをしているのか。そんなこ
とを紹介してみます。ご一読いただき、少しでも議会を身近に感じていただけると嬉しいです。

もっと知って議員の素顔を紹介します



令和４年度矢板市一般会計補正予算（第10号）

令和５年度矢板市一般会計補正予算（第３号）

矢板市文化スポーツ複合施設設置及び管理条例の制定について

矢板市市税条例の一部改正について

第385回　３月随時会議　-３月30日-

第386回　４月随時会議　-４月18日-

第388回　6月定例会議　-6月9日～６月22日-

全会一致原案可決

全会一致原案可決

令和５年度矢板市一般会計補正予算（第１号）

令和５年度矢板市一般会計補正予算（第２号）

第387回　５月随時会議　-５月18日-

同　意監査委員の選任同意について

全会一致原案可決

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

農業委員会委員の任命同意について

同　意

町の区域の変更について 全会一致原案可決

固定資産評価員の選任同意について

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

同　意

全会一致原案可決

3・4・5月随時会議、6月定例会議の審議結果

議　　員　　名

賛成多数
原案可決

渡
邉
英
子

〇

矢板市城の湯やすらぎの里設置及び管理条例の一部改正について

議案第４号 榊
真
衣
子

〇

森
島
武
芳

×

齋
藤
典
子

〇

神
谷
　
靖

〇

石
塚
政
行

〇

掛
下
法
示

〇

宮
本
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山

〇

櫻
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二

〇

髙
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由
子

〇

関
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紀
夫

〇

小
林
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治

〇

伊
藤
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夫

〇

石
井
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男

〇

佐
貫
　
薫

議長

【詳細QR】
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　６月14日、第99回全国市議会議長会定
期総会において、矢板市議会議員が下記の
とおり表彰を受けました。
［議員在職年数　20年表彰］
　石井 侑男 議員

① 全国市議会議長会にて
　  表彰を受けました。

② 今回の議会改革度ランキングは…!?
全国 154位 栃木県内 5位

　早稲田大学マニフェスト研究所による全国の地方議会対象の「議会改革度調査 2022」の
ランキング結果（1,416議会回答）で、全国154位になりました。
　これは「情報共有」、「住民参画」、「機能強化」の観点から採点される議会の通信簿のような
ものです。
　今後も市政発展のため、議会改革を推進してまいります。

議会機能強化
  …68位

住民参画
  …514位

情報共有
  …373位分野別の順位

佐貫議長（右）から表彰状を受け取る石井議員（左）

「中・高生の学習の場づくり支援」
議場自習室のご案内

矢板市議会の議場を
自習室として

無料開放しています！

■ 議場をご利用できる日時 ： 平日の8：30～17：00
　  ※議場をご利用できない日
　  ・土、日、祝日、年末年始頃　・議会の会議のある日とその前日

■ 場　所 ： 矢板市役所3階　議場

■ 対　象 ： 中学生、高校生（市内外を問いません）

■ 受　付 ： 議会事務局（市役所3階）までお越しください。

■ 席　数 ： 24席（先着順）

■ その他 ： 急きょ、利用できない日が生じた場合は、
　　　　　 ホームページ等で公表します。

【お問い合わせ先】　議会事務局　TEL：0287-43-6216

詳しくは
こちらから

夏休みにぜひご利用ください！



議案をこのように審査しました。

委員会 審査レポート

・令和５年度矢板市一般会計補正予算
　（第３号）議

案
第
１
号
概要 歳入歳出にそれぞれ１億９０５８万１千

円を追加計上し、予算総額を１５３億３８
８９万２千円に補正するもの。

・町の区域の変更について
議
案
第
22
号

概要 道路など地形上明確なものと、従来の町
の区域が符合しない区域が判明し、変更
を必要とするため、法の定めるところに
より、議会の議決を求めるもの。

・栃木県市町村総合事務組合を組織する地
　方公共団体の数の減少及び栃木県市町村
　総合事務組合規約の変更について

議
案
第
25
号

概要 令和５年９月30日に佐野地区衛生施設
組合が解散することから、栃木県市町村
総合事務組合を組織する地方公共団体
の数を減少し、栃木県市町村総合事務
組合規約を変更することについて協議し
たいので、法の定めるところにより、議会
の議決を求めるもの。

・佐野地区衛生施設組合が栃木県市町村総
　合事務組合から脱退することに伴う財産
　の処分について

議
案
第
26
号

概要 令和５年９月30日に佐野地区衛生施設
組合が栃木県市町村総合事務組合から
脱退するため、同組合の共同処理する事
務のうち、栃木県市町村総合事務組合
規約第４条第３号に規定する事務に係
る財産処分について、法の定めるところ
により、議会の議決を求めるもの。

・矢板市市税条例の一部改正について
議
案
第
３
号

概要 地方税法等の一部を改正する法律が公
布されたことに伴い、所要の整備を行う
ため、条例の一部を改正するもの。

・矢板市城の湯やすらぎの里設置及び管理
　条例の一部改正について議

案
第
４
号
概要 城の湯温泉センター改修工事の実施に

伴い、利用形態の一部に変更が生じるた
め、条例の一部を改正するもの。

・矢板市文化スポーツ複合施設設置及び管
　理条例の制定について

議
案
第
２
号

概要 生涯学習の推進、健康の保持増進及び
地域経済の活性化を図り、市民の福祉
の増進及び持続可能な地域づくりの実
現に寄与する施設として矢板市文化ス
ポーツ複合施設を設置するため、新たに
条例を制定するもの。

・工事請負契約の締結について
議
案
第
24
号

概要 矢板市城の湯温泉センター改修工事を
実施するため、契約を締結することにつ
いて、条例の定めるところにより、議会
の議決を求めるもの。

・財産の取得について
議
案
第
23
号

概要 旧矢板市立川崎小学校校庭の土地を取
得することに伴い、条例の定めるところ
により、議会の議決を求めるもの。
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予算決算常任委員会
◎小林勇治　◯櫻井惠二　　渡邉英子　　榊真衣子
　森島武芳　　齋藤典子　　神谷　靖　　石塚政行
　掛下法示　　宮本莊山　　髙瀬由子　　関由紀夫
　伊藤幹夫　　佐貫　薫　　石井侑男

総務常任委員会
◎神谷　靖　◯森島武芳　　榊真衣子　　石塚政行
　櫻井惠二　　関由紀夫　　伊藤幹夫　　石井侑男

教育福祉産業常任委員会
◎宮本莊山　◯掛下法示　　渡邉英子　　齋藤典子
　髙瀬由子　　小林勇治　　佐貫　薫

工事請負契約の締結について

栃木県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び栃木県市町村総合事務組合規約の変更について

佐野地区衛生施設組合が栃木県市町村総合事務組合から脱退することに伴う財産の処分について

議　　員　　名

賛成多数
原案可決

財産の取得について

議案第23号 渡
邉
英
子

〇

榊
真
衣
子

×

森
島
武
芳

×

齋
藤
典
子

〇

神
谷
　
靖

〇

石
塚
政
行

〇

掛
下
法
示

〇

宮
本
莊
山

〇

櫻
井
惠
二

〇

髙
瀬
由
子

〇

関
由
紀
夫

〇

小
林
勇
治

〇

伊
藤
幹
夫

〇

石
井
侑
男

×

佐
貫
　
薫

議長

全会一致原案可決

【詳細QR】【詳細QR】



宮本 莊山
［今回の質問］

問う。市政を

矢板市片岡～那須塩原市三区町区間の進捗状況について問う。
国道4号バイパス・現道拡幅事業時における道の駅の新設について問う。

市勢発展のために！
「一般質問」報告

［今回の質問］
1. 国道４号バイパス・現道拡
幅事業について   

　国道4号バイパス、矢板拡幅にお
ける課題（渋滞緩和）や将来像（矢板
北スマートインターとの接続による
広域的な観光や経済の連携）を見据
えながら現在の進捗状況について問
う。

　市と県が協働し、市内の道路網の
在り方や整備方針等を総合的に検討
するために、「矢板市における道路網
研究会」を設置した。この研究会で
は、国道4号バイパスと矢板北スマ
ートインターとの接続について検討
するとともに、中交差点や中北交差
点の渋滞解消についても県に対し意
見を述べ、早期開通を目指していく。

　国道4号バイパス・現道拡幅事業
時に矢板市に第二の道の駅を新設す
ることで、新たな仕事や観光拠点の
創造による人流ができ、人口減少対
策にもつながると考えるため、第二
の道の駅の新設について問う。

　国道４号沿線の地域振興施設とし
て、本市経済の活性化をはじめ、交流
人口の増大など、様々な効果が期待
でき、道の駅の新たなステージとし
て「地方創生・観光を加速する拠点」
とし、観光や防災など地方創生に向
けた取組を目指すため、施設の規模
や構造、経済効果や運営方式などに
ついて国土交通省宇都宮事務所とも
連携し、調査研究を進めていく。

6月定例会議

　職員誰もが自分の能力を使い、市発
展につなぐための副市長としての職員
育成について問う。

　自治体職員は、地域を取り巻く環境
の変化に対応し、まちの発展のために
誰もがその能力を発揮しなければなら
ない。副市長の役割は、職員の業務に対
する現在の機運の高まりを盛り上げ、活
気ある職場環境づくりに努めていくこ
とであると考えている。そして、今後は
若い世代の職員を中心に、日常業務を
通し、業務のノウハウを丁寧に教えるな
ど、次の世代の職員を育成できる職員
の育成と体制づくりにも努めていく。

副市長の職員の育成について問う。
教育長の市教育の考え方について問う。

　児童生徒には様々な体験を通して、
学力をつけることが肝要と考えてい
る。学校においては、児童生徒を見守
り、褒め、自信と誇りを持たせ、自己肯
定感を上げ、学力を向上させ、子供の
良さを伸ばすことを校長会へお願い
した。生涯学習においては、市民が自
分自身とふるさとに愛着と誇りを持
ち、誰もが心身ともに明るく健康で活
力ある生活を送れるよう支援してい
く。

　教育を取り巻く環境が目まぐるしく
変化する中、市教育をどのような方向
に導いていくのか、教育長の考えを問
う。

請願・陳情はこんな方法で 

■ 内容
・簡潔な趣旨、理由、提出日、請願者（陳情者）の住所を記載し、署名の上、ご提出ください。

・１つの請願・陳情につき、１つの趣旨にしてください。

※署名が難しい場合は、記名（パソコン等による印字または代筆）の上、押印してご提出ください。

※請願書には、必ず1人以上の紹介議員（矢板市議会議員）の署名、または記名押印が必要です。

　陳情書には紹介議員は必要ありません。

※道路や水路等の場合は、地図の写しや略図を添付してください。

お問い合わせ先：議会事務局　TEL：43-6216

■ 様式
・用紙サイズはA4版。下の様式に準じて日本語で作成してください。

■ 受付期日
・定例会議（3月、6月、9月、12月）初日の10日ぐらい前までにご提出ください。

  市役所が閉庁のときを除き、いつでも受け付けています。

・必ず議会事務局職員にお渡しください。

請願・陳情は、市民の皆さまの要望を市政に反映させるための制度です。
請願書・陳情書を提出する方は、この要領でご持参ください。

【詳細QR】

伊藤 幹夫伊藤 幹夫

1. 市長の政治姿勢について

2. 副市長の職員の育成につい
て   

3. 教育長の市教育の考え方に
ついて   
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　市内での病児保育施設の設置や運営
維持に当たり、費用を補助するなどの考
えはないのか。

　現在、市内には出産できる施設がな
い。分べん施設の運営維持や開業に当
たり、市として費用の補助などを行う考
えはないのか。

［今回の質問］

［今回の質問］

榊 真衣子

［今回の質問］

齋藤 典子 渡邉 英子

　不登校などの学校に通うことができ
ない子供たちの居場所づくりについて
市の考えを伺う。

　矢板市内には、適応指導教室（チャレ
ンジハウス）の他に民間のフリースペー
スが1か所あり、不登校傾向の児童生徒
が数名利用していると承知している。学
校以外の居場所、学びの場が存在する
ことは、不登校の児童生徒とその保護
者にとっての安心につながるものと考
えている。矢板市立小中学校としては、
国の通知のとおり、児童生徒が社会的
に自立することを目指しており、児童生
徒本人や保護者に寄り添った支援を今
後も継続していく。

　新しい建物をつくるのではなく、空き
家や廃校の利用、各行政区の公民館な
どを活用し、高齢者だけでなく地域の子
供たちも気軽に行ける居場所について
の市の考えを伺う。

　高齢者の居場所づくりの事業の一つ
である「きらきらサロン」は、主に自治
公民館において実施されており、本年
度は28か所設置された。また、来年度、
（仮称）泉複合施設を活用した本市初の
常設型サロンの開設に向けて、現在準
備を進めている。定期的に泉保育所や
地域の子供たちとの交流イベントを実
施するなど、多世代交流を行うことで、
高齢者だけでなく、地域みんなの居場
所としても活用していく。

不登校対策について問う。
高齢者の居場所づくりについて問う。

市内で出産できなくなったことについて問う。
市内での病児保育の実施について問う。

　農地を守るための今後の対策と、農
地を取得するための耕作面積要件が撤
廃されたことにより、移住して家庭菜園
に挑戦したい人に対して定住促進補助
金を増額することができないかについ
て問う。

　農地パトロールや環境整備、鳥獣対
策を進める一方で、令和５年４月１日よ
り面積要件が廃止されたことで、家庭菜
園の定義などの課題が多いと思われる
が、移住して農地の取得を検討している
方に対しては、関係機関と連携し農地
のあっせんなど積極的に取り組んでい
く。

　八方高原ふるさと便の概要を多くの
生産者に周知し、ふるさと納税返礼品
に活用できないか問う。

　「八方高原ふるさと便」の商品をふる
さと納税の返礼品として活用すること
は、地域の農産物や特産品等の消費拡
大を図ることはもとより本市農業を全
国の方に知ってもらえるチャンスとな
り得るので、「株式会社やいた未来」と
連携して積極的に取り組む。

農地を守る対策で定住促進補助金増額について問う。
事業者への周知と返礼品活用について問う。

　補助金を出しても産科を誘致できて
いない例があり、慎重な対応が必要と
考えている。市が産科に代わり産前産
後の体操教室や母乳相談を実施する。

　資金や人材確保の課題から市内での
病児保育実施には至っておらず、代わり
に広域利用を可能としている。国の交
付金などを活用して引続き子育て環境
の向上に努める。

　平成29年3月にも、市長から「病児保
育の実施について探っていきたい」「病
院併設型がよい」という趣旨の答弁が
あった。その後どうなったのか。

再質問

　周産期医療に関しては、県で対応する
問題である。市では保健師の数を生かし
て妊産婦一人一人を支援する。

再答弁
　現在市内の医療機関と協議をしてい
る。

再答弁

［今回の質問］

　旧泉中学校に（仮称）泉複合施設が整
備される計画であり、社会福祉協議会
が集約の対象となっている。ここにある
「生活困窮者相談支援」窓口に徒歩等で
来場されている方への対応について伺
う。

　（仮称）泉複合施設は、子供から高齢
者までの幅広い年代が利用する多世代
交流の場として、泉地区の活性化に寄
与する施設になると考えている。社会
福祉協議会の相談窓口の利便性を維持
するため、矢板市子ども未来館で週2
日、片岡公民館で週1日、サテライト窓
口の開設を検討し、相談体制づくりを進
めている。

　近年、ＡＩやＲＰＡといった技術を使い
こなす「スマート自治体への移行」が必
要となっている。現在、これらデジタル
技術を使い、音声認識による会議録自
動作成や、画像処理による文字データ
化を行っている。
　更に活用効果のある業務・分野を抽
出し、効果検証など調査・研究を進め、
活用していく。また生成ＡＩについては、
リスクなどを踏まえた上で、試験的運用
など経ながら、効果的な活用を積極的
に検討していく。

ＡＩによる行政サービスの向上めざす。
利用者に寄り添った相談支援体制を求む。

　矢板市デジタル戦略を踏まえて、ＡＩ活
用の現状と今後の対応、また最近話題
の生成ＡＩについて伺う。

【詳細QR】

神谷　靖

　それ以前に、無事に出産に至るまで
の支援として、出産する施設への通院に
かかる交通費の補助などは考えていな
いのか。

1. 通学路における交通安全の
確保に向けた取組について  
  

2.（仮称）泉複合施設整備に
より生じる課題について  
  

3. 要介護者への紙おむつ等の
支給事業について   
 

4. 行政のデジタル化推進につ
いて    

1. 出産・子育て支援について 

1. 不登校対策について  

2. 貧困問題を抱える子育て家
庭の支援について   

3. 高齢者の居場所づくりにつ
いて   

1. 荒廃農地対策について

2. 八方高原ふるさと便につい
て

3. ストリートピアノの設置に
ついて    
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［今回の質問］
1. 市内産業の発展と安定した
雇用の確保について

2. ふるさと納税について

3. 飲食店への支援について  
  

［今回の質問］

髙瀬 由子

［今回の質問］

掛下 法示

［今回の質問］

小林 勇治

森島 武芳

1. 人材バンク設立
　－男女共同参画社会実現に向けて－

2. 「子どもサミット」開催
     －次世代を担う子供たちによる男
女共同参画社会実現－

3. 学校統廃合後の支援
     －次世代を担う子供たちの権利の
尊重－

4. 矢板の食と観光ＰＲ
　  －「選ばれる矢板」へ－

「子どもサミット」で男女共同参画社会実現に！
次世代を担う子供たちの権利を尊重！

　本市では郊外住宅地に住む若い人が多数
存在し、大田原市やさくら市に勤務する人
が矢板市に魅力を感じて住んでいる。一方
市はベッドタウンとしての住宅政策を否定し
ているが、これでは移住人口は伸びない。政
策転換を求む。

　本年度より出産育児一時金が50万
円に引き上げになった。しかし、栃木県
内の普通分娩費用が50万円を超える
こともある。そこで、家計の経済負担軽
減策として、出産育児クーポン等支給の
取組について問う。

　本市では、令和４年度から矢板市出
産・子育て応援交付金給付事業を実施
している。妊娠届出時より出産・子育て
に必要な切れ目のない支援につなぐ
「伴走型相談支援」と「経済的支援」を一
体として実施している。経済的支援とし
て妊娠届と出生届に各５万円、第２子以
降の出産をした方に対しやいたみらい
っ子誕生祝金３万円を支給し、今後も妊
娠・出産に係る経済的負担軽減を継続
していく。

　次年度の給食費無償化には財源が必
要である。その財源の確保にふるさと
納税を活用してはいかがか。

　本市は、令和元年度から「矢板市子ど
も未来基金」を財源とした学校給食費
の一部無償化を実施している。本年度
においても2か月分の無償化を実施し、
更に臨時交付金を活用し１か月分を無
償化することにより、子育て世帯の負担
軽減に取り組む。
　完全無償化を実施するには、現時点
の学校給食費と児童生徒数で算出した
場合、年間１億２０００万円の財源が必
要となる。ふるさと納税を財源としては
安定性・持続性に欠けるものと考えて
いる。

　本市はネットワーク型コンパクトシティの
都市構造を選択し、住宅地は駅周辺の整備
を推進しているので、ベッドタウンに特化し
た取組はしない。

　コンパクトシティは市内中心部に補助金
を増額して居住誘導政策をしているが、既
にある郊外住宅地を住居系住宅地用途に指
定して、移住者に安心感を与え、補助金増額
を実施して人口増につながる政策に挑戦す
べきである。

　矢板市都市計画マスタープランの土地利
用方針により、郊外住宅地を住宅系用途地域
指定や居住誘導区域に指定する考えはない。

ベッドタウンの取組について問う。
郊外住宅地を住居系用途地域指定について問う。

給食費完全無償化について問う。
出産費無償化について問う。

　「子どもサミット」は次世代を担う子
供たちの故郷愛を醸成し、男女共同参
画社会実現への良い機会である。子供
たちの視点から質問や提案をすること
で市政への関心と理解を深め、新時代
に対応したまちづくりに参画できるた
め、開催してはいかがか。

　女性議会参加者が自主的なまちづく
りの担い手となるよう研究していくこ
とを検討している。男女共同参画社会
の研修会等において、矢板市ジュニアリ
ーダーズクラブやYaita All Directions
等の中高生たちと議論することで子供
たちがまちづくりに参画する貴重な機
会となり「子どもサミット」に代えられる
と考えている。

　統合校における学業面、精神面、通学
面での取組や支援について伺う。

　学業面では、児童生徒の興味・関心や
学習の習熟度に応じたコース分けが可
能となり、個に応じた指導の充実に努め
る。精神面では、統合前に両校の教員同
士で引き継ぎを行い、統合先の教職員
が、児童の配慮事項を理解し対応できる
ようにする。統合前の学校の教職員を配
置し、児童の精神面での負担軽減を行
う。通学面では、児童へ登下校の指導を
行うとともに、保護者への登下校の付
添や交通安全の指導をお願いし、児童
が安全に通学できるようにしている。

【詳細QR】

　矢板市の魅力は自然を生かした大型分譲
地だ。中心部のみ人口を集めることは、矢板
市の魅力を打ち消し、移住人口は増えない
と考えるがどうか。

再質問

　通学面では、地域見守り隊に働きか
けるなどして、保護者の負担軽減を図っ
ていただきたい。

再質問

　用途地域指定は、市町村が決定し変更で
きるもの。郊外住宅地を用途地域に指定し
ない事が住環境悪化につながっている。改
善は必須である。

再質問

　都市計画税は市街地に課税するもので、
用途地域とは別物だ。

再質問

　用途地域の指定は都市計画税を課税する
ので、指定はしない。

再答弁

　周辺の自然環境との調和をとりながら、
利便性の高い中心地を駅中心に展開するこ
とが矢板市の魅力度向上に必要不可欠であ
ると考える。

再答弁

　コロナ禍における飲食店や仕入先、
関連ビジネスも含めた打撃は相当であ
った。新型コロナウイルス感染症が5類
感染症へ位置づけ変更されたこともあ
り、人流や需要が大きく変化している今
だからこそ、寄り添った積極的な飲食店
支援を求める。また、市外在住者が矢板
を素通りしないような来訪促進を目指
した支援も求めたい。

　今後、クーポンやプレミアム付き商品
券発行を行う。また、短期資金の制度融
資の支援メニューも準備する。市外在住
者の来訪促進については、近隣2市2町
での広域連携支援策などを含めた支援
策の検討を開始したい。

　総合戦略において事業所数・従業員
数は全く増やさない目標設定となって
いる。また令和3年時点の当該指標は執
行部の予測を大幅に超える減少状況に
ある。地域経済や雇用は歳入に直結す
る重要課題であるので、矢板の未来の
ためにも、積極的な姿勢での取組を求
める。

　総合戦略における事業所数・従業員
数の現状維持という目標設定は変えな
い。事業所数・従業者数の維持に向けた
取組を行う。各分野の有識者のご意見
を伺いながら、各種方策の進行管理を
行い、取組の推進に務めたい。

積極的な産業の発展と雇用の確保を！
いまこそ、飲食店支援の充実を！

1. 次世代への徹底投資

1. 人口増加対策とコンパクト
シティの見直し
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